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2019年より、法的に構内sXGPの構築が可能であったが、適用出来る
製品がなかった。
導入事例ゼロという状態が長く続いた。
構内PHSも継続販売されており、特段困ることもなかった。

時代は4G/5G、PHSは終息へ。

2021年になり、各社から構内sXGP向け製品が出揃う。
しかし、小規模導入ばかりで、ビル一棟～という構築はなかった。
（工場内の搬送機での導入事例はあった）

sXGPの日本初の大規模導入
＆医療機関での初導入

この度、九州歯科大学附属病院（北九州市）にて、
日本初の大規模導入かつ日本初の医療機関への導入を行った。



①．自営sXGPの構成
②．PHSとsXGPの共通点と相違点
③．1.9GHz帯の優位性
④．sXGPで何ができるか
⑤．5Gとの違い、5Gが本当に必要か
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sXGPの構成 ①



sXGPと各無線アクセス方式の共通点・相違点 ②



1.9GHz帯の優位性 ③



1.9GHz帯の優位性 ③

ISMバンドを利用する無線LANは、干渉による通信不安定が必発
5GHz帯ではDFS作動で１分ほど止まることも（気象レーダとの周波数共用）



1.9GHz帯の優位性 ③



1.9GHz帯の優位性 ③



1.9GHz帯の優位性 ③

無線LAN＋SIPはパスワードが頼り



[ 参考 ] AGV 無線通信比較 (sXGP vs Wi Fi) 1/2 ③



[ 参考 ] AGV 無線通信比較 (sXGP vs Wi Fi) 2/2 ③



sXGPで何が出来るか ④



sXGPで何が出来るか ④



sXGPで何が出来るか ④



sXGPで何が出来るか ④



sXGPで何が出来るか ④



sXGPで何が出来るか ④



5Gとの違い ⑤

（出典：総務省）



ローカル5Gが向いているところ
低遅延、高速伝送、同時多接続、高信頼性（無線LANと異なり干渉しない）

工場などの自動搬送

ロボット・自律運転

スタジアム

VR
→普通のユーザ、まして医療機関に5Gが必要だろうか？
動画を見ないなら、数十kbps～数Mbpsで十分ではないか。

ローカル5Gか、プライベートLTE（4G）か
⑤

5Gの導入コスト、手続き（免許等）、伝搬の違い（4.7GHz）、アンテナ
数など、導入課題が多い。

コンサル必須



PHS
パッケージ（PBXの拡張基板）10万円～

PHSアンテナ 約7万円/台

端末 4～5万円

sXGP
コントローラ 50～200万円/台

sXGPアンテナ 10万円後半/台

端末 約5万円

sXGPの欠点 ⑥
1．高額である（当方試算）

2．自営なのに、SIM代が掛かる（300円/台/月）
3．作っているメーカが少ない

NEC、日立、OKI、パナソニック程度か

4．端末はBand39対応のスマートフォン。機種指定の場合も。



VoLTE方式
通話相手に短時間（一瞬）で繋がる

通話品質が良い

Wifiとの併用不可

VoIP方式
繋がるまで数秒かかる

VoLTEに比べてやや劣る

Wifiと併用できる（ハンドオーバしないの
で、一旦切れる

音声伝送はVoIPか、VoLTEか ⑦
音声（Voice）をIPフレームに載せるか（IPパケット）、LTEフレームに載せるか。
LTEは、音声伝送機能を持たず、データ通信機能のみである。従って、音声を
「データ」としてパケット伝送する。

両者比較（中原私見）

既存のWifiと併用が可能。
九歯大の場合はVoIP方式で、附属病院はsXGP、本館（学部）はWifiを使用。

メーカによって、VoLTEへの対応有無がある。
例：日立＝VoIPかVoLTEか選択可能。NEC＝VoIPのみ。



九州歯科大学附属病院
（歯科各科及び内科を擁する大学病院）

許可病床60床

外来患者数約500人/日

臨床教員等約80名。

（臨床歯科研修医約45名）

臨床フロア 2～8F

２～６F 外来

７F 手術室

８F 病棟

研究フロア 9～11F

⑧



導入風景 1/3

アクセスポイント設置 GPSアンテナ設置

コントローラ設置

⑨

PBX

sXGPコントローラ

正確な時刻同期を取る必要があるため。



⑨PBX更新、sXGPコントローラ設置



⑨導入風景 2/3

電波強度の確認作業



⑨電波強度の確認作業
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九州歯科大学のsXGP網構成

■PBX室

APコントローラ

■sXGP APコントローラ

1台

PBX

■SV9300CT

1台

既設
無線LAN利用

sXGPエリア（SIM利用）WiFiエリア

学部棟
病院棟

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

PoEスイッチ 1台 sXGPアンテナ 3台 GPSアンテナ 1式

既設
NW

⑩
スマートフォン

■AQUOS SH-M12
※ライセンス20あり

10台

双方待ち受け双方待ち受け



今後の医療での応用 ⑪



今後の医療での応用 ⑪



今後の医療での応用 ⑪



sXGPに対応したハンドヘルド端末

sXGPの
周波数



今後の医療での応用 ⑪



sXGPは1.9GHzを利用していることもあり、PHSと「電波の飛び」は似
通っている。
よく飛ぶ

PHSの設営経験が流用できるが、「データ通信」であることを意識した
用途をあらかじめ考慮しておく。→医療情報部門の関わり
データ通信や位置情報、センサなどへの応用を加味しないと費用対効果
が薄い。通話だけ（PHSの置き換え）ではもったいない。
高音質でハンドオーバもバッチリ効く。無線LAN電話のようなストレス
はない。
Wifiとの併用が可能である（VoIP方式の場合）。
SIM代が掛かる（初期費用型と月額費用型がある）。メーカが限られ、
端末の選択肢も少ない。
2022年度以降、大規模導入も徐々に進んできた。

まとめ

安心してsXGPをご導入ください。



協力
株式会社 西通
日本電気株式会社
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